
 

 

2 月 22 日、二ツ森ゆう大学の「雪遊び体験」が玉野地区公民館で開催され、子ども 1４名、保護
者５名、スタッフ 16名の合計 3５名が参加しました。 
開会式の後、参加者は公民館の玄関前に雪像を作りました。はしゃぎながら植木鉢に雪を詰めたり、

スコップで雪を運んだりと、共同作業がすすんでいきます。大人の人達も手伝って、大きなお雛様が出
来上がりました。 
その後参加者はそりすべりや雪板等に挑戦したほか、会場には地元産の木材に切れ込みを入れて火を

灯す「スウェーデントーチ」のコーナーも設けられ、風情ある丸太の火を眺めながら暖を取る人もいま
した。 
ひとしきり遊んだ後は、スタッフの皆さんが用意してくれた、温かいおでんが待っていました。舌鼓

を打ちながら、ホット和やかなひとときを過ごしました。 
この日は、徳良湖で開催された市の雪まつりと重なったこともあり、雪遊び体験は「玉野地区の雪ま

つり」にもなったようです。 
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一年間「ゆう大学」に参加し

てくれてありがとうございまし

た。 

二ツ森ゆう大学では、年間を

通じ、子どもたちや保護者に、

普段なかなか体験できない自

然活動や施設見学等の機会を

設けています。 

令和７年度も、楽しい「ゆう

大学」を計画しますので、参加

してくださいね♪ 

地域づくりと社会教育のあり方について学

ぶ「玉野地区合同研修会」が、徳良湖温泉 花

笠の湯で開催されました。今年度初めての開催

となるもので、区長会や防犯協会、老人クラブ

連合会、交通安全協会等から約 30名が集まり

ました。 

講師は、これまで山形大学等で地域づくりの

指導を行ってきた、村松 真 尾花沢市教育長で

す。教育長は人口減少の中、住民みんなが参加

して意見を交換し合う雰囲気が大切とし、社会

教育は、人生や生活に役立つ知恵を楽しく積極

的に学ぶ場だ、と語っていました。 



  

防犯協会玉野支部では、毎年玉野小学校の新一年生
に、防犯用品をプレゼントしています。新一年生の体験
入学のあった２月 18日（火）千葉喜美会長が学校を訪
問し、齊藤公良校長に防犯ブザーとホイッスル付きＬＥ
Ｄライトを贈呈しました。 
同支部では、犯罪や交通事故等の無い明るい地域づく

りを目指す活動を行っており、今年も防犯の見回り等を
実施していく予定です。 

 

本市では、自宅の敷地の除雪が困難な高齢世帯で除雪 
を行うボランティア活動が盛んに行われています。事務
局は社会福祉協議会にあり、市や民生委員等と連携しな
がら活動を支援しています。 
玉野地区では今冬２回開催され、1 月 18 日に SMBC

日興証券(株)山形支店の皆さんが上原田地区、２月 6 日
に宮城県岩沼市・社会福祉協議会の皆さんが下原田地区
の高齢世帯を訪れ除雪作業を進めました。力のいる作業
でしたが、１時間程で軒先の雪山や庭先の雪がなくなり
ました。作業を終えた参加者には、家主から感謝の言葉
がかけられ、作業の充実感を味わっていました。 
参加された皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉野地区の人口と世帯 
(２/１現在)    (前月比) 
男 性： 710 人  （－4） 
女 性： 744 人   （－5） 
合 計：1,454 人  （－9） 
世帯数： 497 世帯 （－2） 

３月   ６日（木）玉の桜倶楽部 

       ７日（金）玉野地区女性研修 

１３日（木）絵手紙教室 

１８日（火）玉野小学校卒業式 

２５日（火）玉野保育園卒園式 

２月 13日玉野歴史保存会の研修会が徳良湖温
泉 花笠の湯で開催され、会員ら 16名が参加し
ました。 
講師は、市の文化財専門員である大類誠さん。

「上ノ畑の歴史を探る」と題し、延沢銀山遺跡と
の関わり合いも交えながら、様々な歴史書におけ
る上ノ畑の記述や、調査結果等が紹介されまし
た。参加者は、ふるさとに関する専門的な講演に
熱心に聞き入り、かつての繁栄に思いを馳せてい
ました。 

３/６(木)  
９時３０分～ 

１月 18 日 
 

２月６日 


